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１  地下水の概況 

本県の豊富で清浄な地下水は、生活用水や工業用水として、県民の生活基盤を支えるととも

に、「黒部川扇状地湧水群」にみられるように、本県の貴重な風土、自然環境を構成する要素に

もなっており、まさに「水の王国とやま」を代表する県民共有の貴重な財産となっている。 

このことを踏まえ、県では昭和 51年に「富山県地下水の採取に関する条例」（昭和 51年条例

第１号。以下「地下水条例」という。）を制定したほか、平成４年には全国初となる、県内の平

野部全域を対象とした「地下水指針」を策定し、地下水の保全対策として、開発行為に対する

事前指導や地下水利用の合理化・節水、また、地下水涵養対策として、透水性舗装の導入や公

共下水道における雨水浸透桝の設置などの各種施策を総合的に推進してきた。 

この結果、本県における地下水採取量や地下水位は概ね横ばいに推移しているが、消雪設備

が増加する中で記録的な大雪による取水障害が市街地で多く見られるようになったことや、気

候変動により降雪量や融雪時期の変化が想定されること、地下水保全活動の次世代の担い手を

育成する必要があることなど、引き続き取り組むべき課題がある。このような地下水を取り巻

く現状と課題を踏まえ、令和６年３月に地下水指針の改定を行ったところであり、本指針に基

づき、地下水の保全・適正利用及び地下水の涵養を推進している。 

 本県における地下水の概況は以下のとおりである。 

・ 地下水条例の指定地域における令和５年度の地下水採取量の状況については、用途別で

みると、工業用が最も多く、次いで道路等消雪用となっている。 

・ 地下水位については、現在、氷見、高岡・砺波、富山、魚津・滑川及び黒部地域の 32か

所の観測井で観測を行っており、近年、全体的にみて大幅な変動はなく、概ね横ばいで推

移している。 

・ 地下水の塩水化については、富山新港を中心とした海岸部と小矢部川の河口付近等の一

部にみられるが、近年はその範囲に大幅な変化はみられない。 

・ 地盤沈下について、平成 29年度に実施した富山市、高岡市、射水市及びその周辺地域に

おける地盤変動量調査結果では、国が「地盤沈下が確認された地域」として公表している

「年間沈下量 10mm」を超える地点はなかったことから、問題が生じるレベルではないと考

えられる。 

・ 県内平野部全域を対象に消雪用等地下水利用実態調査を実施したところ、令和３年度の

揚水量は全ての地下水区（17地下水区）において、適正揚水量の範囲内であった。 

  また、令和３年度における消雪用地下水揚水量は、全体の 22％であった。 

・ 近年、消雪用の揚水設備が年々増加しており、道路消雪関係機関の取組みや民間消雪設

備への広報啓発活動、地下水の守り人の取組みなどを通じて消雪設備の節水対策が進んで

いるが、現在も降雪時には市街地を中心として、地下水位が一時的に大きく低下すること

から、今後も節水や合理的な利用などの地下水保全施策を推進していく必要がある。 
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２  地下水条例による規制 

 

(1) 条例の概要 

地下水の保全と地盤沈下の防止を図るため、昭和51年３月27日に地下水条例を制定し、

昭和52年３月１日から地下水採取に対する規制を行っている。 

 

ア  指定地域 

地下水採取に伴う障害が生じ、又は生ずるおそれのある地域を規制地域として、また、

水文地質上、規制地域と関連を有する周辺の地域を観察地域として、それぞれ表１及び

図１のとおり指定している。 

表１  地下水条例指定地域 

地域 

区分 
富山地域 高岡地域 

規制地域 富山市の一部 高岡市及び射水市の一部 

観察地域 
富山市、上市町及び立山町の 

一部、舟橋村の全部 
高岡市、砺波市及び射水市の 

一部 

図１ 地下水条例指定地域図 

 

イ  規制対象揚水設備 

動力を用いて地下水を採取するための設備で、揚水機の吐出口の断面積が21cm2を超え

るものを規制対象としている。ただし、温泉や可燃性天然ガスの採掘に伴う揚水設備及

び河川区域内の揚水設備は除いている。 
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ウ  取水基準 

規制地域内の対象揚水設備については、昭和52年３月１日から表２のとおり取水基準

を適用している。 

ただし、水道事業、工業用水道事業、農業、水産養殖業、道路・鉄軌道の消雪の用途

のもの等については、取水基準の適用を除外している。 

 

表２ 取水基準 

項目 

区分 
揚水機の吐出口断面積 採取する地下水の量 

既

設 

昭和52年3月１日におい

て既に設置されている揚

水設備 
200 cm2以下 1,000 m3／日以下 

新

設 

昭和52年3月１日の後に

おいて新たに設置される

揚水設備 
150 cm2以下 800 m3／日以下 

 

エ  揚水設備の届出 

地下水を採取する者は、指定地域内に規制対象揚水設備を設置しようとするときは、

揚水設備の設置場所、揚水機の吐出口断面積、揚水設備の使用方法等について、設置場

所を管轄する市町村を経由して知事に届け出ることとしている。 

 

オ  地下水採取量の測定・報告 

指定地域内で地下水を採取する者であって、表３の揚水機の吐出口断面積を超えるも

のを設置する者は、水量測定器を設置し、地下水採取量を記録するとともに、その結果

を地下水採取量報告書により毎年度４月末日までに知事に報告することとしている。 

 

表３ 水量測定器を設置すべき揚水設備の規模 

揚水設備の区分 揚水機の吐出口断面積 

昭和52年3月１日において既に

設置されている揚水設備 
60 cm2を超えるもの 

昭和52年3月１日の後において

新たに設置される揚水設備 
21 cm2を超えるもの 

 

(2) 揚水設備の届出状況 

令和５年度末における地下水条例に基づく揚水設備の届出状況は、事業所数が3,267、揚

水設備数が4,230であり、その市町村別及び用途別の内訳は表４のとおりである。 

揚水設備数を市町村別にみると、富山市が2,357設備(1,787事業所）、高岡市が940設備

（733事業所）となっており、両市で全体の78％を占めている。 

また、用途別では、道路等消雪用が1,869設備（1,547事業所）と最も多く、次いで建築

物用が1,427設備（1,183事業所）、工業用が779設備（420事業所）の順となっている。 
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一方、用途別の揚水設備数の推移は表５及び図２のとおりであり、地下水条例が施行さ

れた昭和52年度と比較すると、工業用は大幅な増加はないものの、56豪雪以降、地下水を

利用する消雪設備が普及したことから、道路等消雪用及び建築物用が大幅に増加している。 

 

(3) 監視・指導 

地下水の採取量が多い事業所や消雪設備に対して立入検査を実施し、取水基準の遵守状

況や揚水記録状況等の揚水設備の維持管理状況を調査するとともに、地下水の節水や合理

化を指導している。 

令和５年度は、16か所で立入検査を実施し、このうち10か所に対して届出事項の不備等

を改善するよう指導した。 
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表４ 地下水条例に基づく揚水設備の届出状況 

 

［市町村別］    （令和6年3月31日現在） 

地

域 

区分 

市町村 

規制地域 観察地域 合    計 

事業所数 揚水設備数 事業所数 揚水設備数 事業所数 揚水設備数 

富 

山 

地 

域 

富 山 市 1,222 1,595 565 762 1,787 2,357 

舟 橋 村    7 9 7 9 

上 市 町    124 160 124 160 

立 山 町    84 109 84 109 

小    計 1,222 1,595 780 1,040 2,002 2,635 

高 

岡 

地 

域 

高 岡 市 608 789 125 151 733 940 

砺 波 市    301 366 301 366 

射 水 市 144 184 87 105 231 289 

小    計 752 973 513 622 1,265 1,595 

合    計 1,974 2,568 1,293 1,662 3,267 4,230 

 

 

［用途別］ 

区分 

用途 

規制地域 観察地域 合    計 

事業所数 揚水設備数 事業所数 揚水設備数 事業所数 揚水設備数 

工業用 240 443 180 336 420 779 

建築物用 803 968 380 459 1,183 1,427 

水道用 5 15 50 68 55 83 

農業・水産業用 5 5 39 49 44 54 

道路等消雪用 912 1,128 635 741 1,547 1,869 

その他 9 9 9 9 18 18 

合      計 1,974 2,568 1,293 1,662 3,267 4,230 
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表５  揚水設備の届出状況の推移 

 

［市町村別］（（  ）は事業所数） 

地

域 
市 町 村 

昭和 

52年度 
令和 

元年度 

 

２年度 

 

３年度 

 

４年度 

 

５年度 

富 

山 

地 

域 

富 山 市 550(  348) 2,298(1,759) 2,316(1,759) 2,320(1,772) 2,347(1,783) 2,357(1,787) 

舟 橋 村 2(    2) 9(    7) 9(    7) 9(    7) 9(    7) 9(    7) 

上 市 町 60(   46) 158(  122) 158(  122) 158(  122) 160(  124) 160(  124) 

立 山 町 30(   24) 106(   85) 106(   84) 106(   84) 109(   85) 109(   84) 

小    計 642(  420) 2,571(1,973) 2,589(1,982) 2,593(1,985) 2,625(1,999) 2,635(2,002) 

高 

岡 

地 

域 

高 岡 市 371(  227) 924(  724) 929(  727) 933(  730) 939(  734) 940(  733) 

砺 波 市 52(   42) 353(  294) 354(  296) 354(  296) 357(  298) 366(  301) 

射 水 市 80(   55) 288(  232) 288(  232) 290(  233) 291(  233) 289(  231) 

小    計 503(  324) 1,565(1,250) 1,571(1,255) 1,577(1,259) 1,587(1,265) 1,595(1,265) 

合    計 1,145(  744) 4,136(3,223) 4,160(3,237) 4,170(3,244) 4,212(3,264) 4,230(3,267) 

 

 

［用途別］（（  ）は事業所数） 

用    途 
昭和 

52年度 
令和 

元年度 

 

２年度 

 

３年度 

 

４年度 

 

５年度 

工業用 634(  303) 761(  418) 770(  419) 768(  419) 778(  421) 779(  420) 

建築物用 367(  326) 1,373(1,160) 1,379(1,164) 1,387(1,168) 1,413(1,180) 1,427(1,183) 

水道用 55(   37) 80(   53) 81(   53) 81(   53) 83(   55) 83(   55) 

農業･水産業用 36(   35) 54(   44) 54(   44) 54(   44) 54(   44) 54(   44) 

道路等消雪用 53(   43) 1,851(1,531) 1,859(1,540) 1,863(1,543) 1,866(1,546) 1,869(1,547) 

その他 0(    0) 17(   17) 17(   17) 17(   17) 18(   18) 18(   18) 

合      計 1,145(  744) 4,136(3,223) 4,160(3,237) 4,170(3,244) 4,212(3,264) 4,230(3,267) 
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図２ 揚水設備数の推移 
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３  地下水の採取状況 

 

(1) 令和５年度の採取状況 

地下水条例の指定地域における令和５年度の地下水採取量は 102.4 百万 m3／年であり、

その市町村及び用途別の内訳は、表６及び図３のとおりである。 

市町村別では、富山市が 62.7百万 m3／年と最も多く、全体の 61％を占めており、次い

で砺波市が 15.7百万 m3／年の順となっている。 

用途別では、工業用が 49.4百万 m3／年と最も多く、全体の 48％を占めており、次いで

道路等消雪用 18.6百万 m3／年、水道用 16.0百万 m3／年、建築物用 14.5百万 m3／年の順

となっている。 

 

(2) 採取量の経年変化等 

ア  市町村別採取量 

地下水採取量の経年変化を市町村別にみると、表７のとおりであり、いずれの年にお

いても、富山市、高岡市及び砺波市で 80％以上を占めている。 

 

イ  用途別採取量 

地下水採取量の経年変化を用途別にみると、表８及び図４のとおりであり、工業用及

び水道用は、地下水条例による規制や地下水利用の合理化等により、横ばい傾向にある。

道路等消雪用については、消雪設備の設置数増加に伴い増加傾向にあるものの、その年

の降雪状況によって変動がみられ、大雪などで降雪量が例年に比べて多い年は、道路等

消雪用の地下水採取量が例年より大きくなっている。 

※12月から３月までの累計降雪深（富山地方気象台） 

 ・過去 10か年（平成 25年度～令和４年度）の平均値：220cm 

 ・令和４年度：149cm 

 

ウ  月別採取量 

地下水採取量の経年変化を月別にみると、表９及び図５のとおりであり、いずれの年

においても消雪用として地下水が多量に汲み上げられる冬期間が最も多くなる傾向に

あり、最も少ない時期の 1.5倍から３倍程度となっている。 

 

エ  メッシュ別採取量 

地下水採取量をメッシュ（１km2）別にみると、図６のとおりであり、富山市の一部で 300

万m3／年を超える地域がみられる。 
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表６ 地下水採取状況（令和５年度） 

 

［市町村別］        （単位：百万ｍ3／年） 

地 域 
区分 

市町村 
規 制 地 域 観 察 地 域 合  計 

富 山 

 

地 域 

富 山 市 24.5  38.2  62.7  

舟 橋 村   0.4  0.4  

上 市 町   6.3  6.3  

立 山 町   1.6  1.6  

小    計 24.5  46.4  70.9  

高 岡 

 

地 域 

高 岡 市 8.1  2.1 10.2 

砺 波 市   15.7  15.7  

射 水 市 2.6 3.0  5.6  

小    計 10.7 20.8 31.5  

合     計         35.2 67.2 102.4 

   （注） 四捨五入により、合計が一致しない場合がある。 

 

 

 

［用途別］               （単位：百万ｍ3／年） 

区分 

用途 
規 制 地 域 観 察 地 域 合  計 

工 業 用         14.3 35.1 49.4 

建 築 物 用         8.4 6.1 14.5 

水 道 用         1.6 14.4 16.0 

農業・水産業用         0.5 2.5 3.1 

道 路 等 消 雪 用         10.0 8.6 18.6 

そ の 他 0.4 0.4 0.9 

合     計         35.2 67.2 102.4 

（注） 四捨五入により、合計が一致しない場合がある。 
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図３ 用途別採取量（令和５年度） 

 

 

 

  

図４ 用途別採取量の経年変化 
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表７ 市町村別採取量の経年変化 

        （単位：百万ｍ3／年） 

年度 

 

市町村名 

平成 20年度 平成 25年度 平成 30年度 令和５年度 

規制 観察 計 規制 観察 計 規制 観察 計 規制 観察 計 

富
山
地
域 

富山市 25.6 41.8 67.4 30.0 44.4 74.4 25.2 45.0 70.2 24.5  38.2  62.7  

舟橋村  0.0 0.0  0.1 0.1  0.3 0.3   0.4  0.4  

上市町  6.7 6.7  6.9 6.9  6.1 6.1   6.3  6.3  

立山町  1.7 1.7  1.9 1.9  1.9 1.9   1.6  1.6  

小 計 25.6 50.2 75.8 30.0 53.3 83.2 25.2 53.2 78.4 24.5  46.4  70.9  

高
岡
地
域 

高岡市 10.7 2.6 13.3 9.2 2.3 11.5 9.3 2.0 11.3 8.1 2.1 10.2 

砺波市  12.6 12.6  10.7 10.7  11.9 11.9   15.7  15.7  

射水市 4.0 3.0 7.1 3.1 1.7 4.8 2.8 3.9 6.7 2.6 3.0 5.6 

小 計 14.8 18.2 32.9 12.3 14.7 27.0 12.1 17.8 29.9 10.7 20.8 31.5 

合計 40.4 68.4 108.8 42.3 68.0 110.2 37.3 71.1 108.4 35.2 67.2 102.4 

（注） 四捨五入により、合計が一致しない場合がある。 

 

 

 

表８ 用途別採取量の経年変化 

        （単位：百万ｍ3／年） 

年度 

 

用途 

平成 20年度 平成 25年度 平成 30年度 令和５年度 

規制 観察 計 規制 観察 計 規制 観察 計 規制 観察 計 

工 業 用 22.0 38.7 60.7 18.5 38.2 56.7 15.4 38.5 54.0 14.3  35.1  49.4  

建 築 物 用 7.6 4.4 12.0 8.5 5.6 14.1 8.8 5.4 14.3 8.4  6.1  14.5  

水 道 用 1.8 17.3 19.1 1.3 14.9 16.3 0.9 15.8 16.7 1.6  14.4  16.0  

農業・水産業用 1.6 2.7 4.3 1.4 0.9 2.4 1.5 3.7 5.2 0.5  2.5  3.1  

道路等消雪用 7.3 5.3 12.7 12.5 7.9 20.5 10.5 7.3 17.8 10.0 8.6 18.6 

そ の 他     0.4 0.4 0.2 0.4 0.5 0.4  0.4  0.9  

合 計 40.4 68.4 108.8 42.3 68.0 110.2 37.3 71.1 108.4 35.2 67.2 102.4 

（注） 四捨五入により、合計が一致しない場合がある。 
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表９ 月別採取量の経年変化 

（単位：百万ｍ3） 

月 

 

年度 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

合
計 

平成 

20年度 7.5  7.7  7.7  8.0  8.7  8.1  8.0  7.7  11.3  15.5  10.2  8.3  108.8  

25年度 6.8  7.0  7.2  7.3  7.7  7.3  7.0  6.7  12.4  15.2  14.9  10.8  110.2  

30年度 7.1  7.3  7.6  7.8  8.2  7.4  7.3  7.2  13.1  14.8  12.3  8.2  108.4  

令和 

元年度 
6.7 7.0 7.1 7.0 7.7 7.3 7.0 6.8 7.3 7.5 11.1 7.3 89.8 

２年度 6.6 6.7 7.0 6.6 7.5 7.2 6.8 6.9 16.9 30.5 20.3 13.4 136.5 

３年度 6.6 6.9 7.0 7.0 7.4 7.0 6.7 6.8 16.1 22.6 23.0 8.9 126.0 

４年度 6.2 6.2 6.3 6.5 6.7 6.6 6.3 5.5 12.7 15.8 9.8 5.7 94.2 

５年度 6.5  6.9 6.9 7.1 7.8 7.5 7.1 6.4 11.5 16.5 9.1 9.1 102.4 

（注） 四捨五入により、合計が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 月別採取量の経年変化 
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４  地下水障害等の状況 

 

(1) 地下水位 

ア  観測体制 

地下水位の観測は、昭和 34年度に高岡市二塚地内で開始し、現在では、図７のとおり、

氷見地域２か所、高岡・砺波地域 11か所、富山地域７か所、魚津・滑川地域４か所及び

黒部地域８か所の合計 32か所で行っている。 

 

地下水観測井 

地
域 

番号 観測井の名称 

 

 

氷
見
地
域 

１ 朝 日 丘 魚
津
・
滑
川
地
域 

21 住 吉     

２ 柳  田 22 北 鬼 江     

高
岡
・
砺
波
地
域 

３ 京  町 23 下 島     

④ 上  関 24 四 ツ 屋     

５ 二  塚 

黒
部
地
域 

25 金 屋     

６ 中  田 26 三 日 市     

⑦ 寺 塚 原 27 五 郎 八     

８ 作 道     28 生 地     

９ 日 詰     29 入 膳     

10 五 郎 丸     30 小 摺 戸     

11 水 島     31 園 家     

12 布 袋     32 月 山     

13 江 尻        

富
山
地
域 

14 下 飯 野     
○地盤沈下計を併設 
している観測井 

 

●富山市所管観測井 

 

 基幹観測井  

 

太字…テレメータ化 

   観測井 

15 奥 田 北     

16 山 室     

17 西 の 番     

18 三 郷     

19 前 沢     

20 速 星     

● 蓮 町 

   
 
 

図７  地下水位の観測地点 

 

このうち、４か所の基幹観測井（京町、作道、奥田北及び蓮町（富山市管理））及び令

和４年度に新たにテレメータシステムを導入した３か所の観測井（朝日丘、五郎丸、三

日市）では、観測した地下水位の情報を県民、事業者や関係機関等にリアルタイムで提

供している。 

さらに、平成 30年度から、京町、奥田北及び蓮町の３か所の基幹観測井では、テレメ

ータシステムによりリアルタイムで把握している地下水位が「注意喚起水位」を下回っ

た場合に、富山市、高岡市の条例指定地域を対象に注意報/警報を発令し、地下水利用

者（消雪設備設置者や工場・事業場、県民）に節水への協力を呼びかけている。 

  

氷見地域
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富山地域
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黒部地域

21.2
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イ  地下水位（年平均値）の推移 

地下水位観測井における地下水位（年平均値）の推移は、表 10及び図 9－1～9－3の

とおりである。全体的にはほぼ横ばいに推移しているが、平成 29 年度と令和２、３年

度には、冬期間の地下水位の低下に伴い、年平均値の低下が見られる。 

(ｱ) 氷見地域 

朝日丘及び柳田の２観測井とも、ほぼ横ばいに推移している。 

(ｲ) 高岡・砺波地域 

二塚、中田、作道、寺塚原、水島、布袋、日詰、五郎丸及び江尻の９観測井は、ほ

ぼ横ばいに推移している。上関は、一時低下傾向が見られたが、近年はやや上昇傾向

が見られる。また、京町については、令和２、３年度に冬期間の地下水位低下に伴う

年平均値の低下が見られる。 

(ｳ) 富山地域 

下飯野、奥田北、山室、西の番、三郷、前沢及び速星の７観測井とも、ほぼ横ばい

に推移している。 

(ｴ) 魚津・滑川地域 

住吉、北鬼江、下島及び四ツ屋の４観測井とも、ほぼ横ばいに推移している。 

(ｵ) 黒部地域 

金屋、三日市、五郎八、生地、入膳、小摺戸、園家及び月山の８観測井はほぼ横ば

いに推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ テレメータシステム概要図（基幹観測井）  
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表 10  地下水位（年平均値）の推移 

地域 観測井の名称 所在地 

井戸
深度
（m） 

地下水位（cm） 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

氷見 
朝日丘 氷見市 80  －23 －48 －23 －15 －16 

柳  田 〃 100  －194 －206 －188 －202 －190 

高 

岡 

・ 

砺 

波 
 

京 町 高岡市 140 －380 －582 －603 －490 －443 

上  関 〃 240  159 173 181 211 236 

二  塚 〃 40  －172 －176 －178 －174 －176 

中

田 

上部帯水層 〃 27 －293 －280 －293 －285 －271 

下部帯水層 〃 80 －288 －287 －288 －293 －279 

寺塚原 
射水市 

（旧新湊市） 150  －72 －206 －227 －156 －114 

作  道 〃 100  －23 －91 －95 －56 －39 

日  詰 砺波市 100  －1,437 －1,420 －1,423 －1,426 －1,390 

五郎丸 〃 80  －3,330 －3,289 －3,293 －3,311 －3,254 

水  島 小矢部市 80  －871 －853 －856 －838 －820 

布  袋 
南砺市 

（旧福野町） 
80  －1,113 －1,119 －1,119 －1,108 －1,060 

江  尻 
高岡市 

（旧福岡町） 
80  161 164 161 161 172 

富 
 

山 
 

下飯野 富山市 200  47 －78 －67 3 20 

奥田北 〃 93  －160 －242 －238 －191 －189 

山  室 〃 20  －180 －180 －176 －156 －150 

西の番 〃 100  －1,518 －1,470 －1,464 －1,465 －1,458 

三  郷 〃 150  －82 －127 －164 －118 －108 

前  沢 立山町 100  －391 －387 －383 －381 －370 

速  星 
富山市 

（旧婦中町） 
100  －148 －163 －160 －137 －130 

魚
津
・
滑
川 

住  吉 魚津市 50  －99 －105 －99 －97 －98 

北鬼江 〃 70  －561 －570 －604 －601 －585 

下  島 滑川市 80  －53 －81 －81 －71 －59 

四ツ屋 〃 100  －2,302 －2,291 －2,300 －2,320 －2,292 

黒 
 

部 

金  屋 黒部市 150  －651 －688 －704 －695 －677 

三日市 〃 100  －714 －770 －758 －739 －697 

五郎八 〃 50  －1,534 －1,644 －1,665 －1,593 －1,583 

生  地 〃 100  74 75 77 70 74 

入  膳 入善町 100  －1,963 －1,972 －1,974 －1,973 －1,937 

小摺戸 〃 50  －1,283 －1,298 －1,300 －1,303 －1,290 

園  家 〃 55  322 320 317 320 325 

月  山 朝日町 100  －723 －760 －773 －751 －753 

(注) １．地下水位は、地表面を基準として地上を正数、地下を負数で表している。 

２．以下の観測井については、観測機器の不具合による欠測期間を除いて年平均値を算出している。 

   水島：令和４年 11～12月、三郷：令和３年１月、三日市：令和４年 11月 
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（１）氷見地域 

 

 

 

（２）高岡・射水地域 

 

 

 

 

図 9－1  地下水位（年平均値）の推移 
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※能町観測井については 30年４月 30日で観測を終了した。後継の京町観測井の平成 30年度の 
地下水位は、観測を開始した 30年７月～31年３月の平均値である。 
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（３）砺波地域 

 

 

 

 

（４）富山地域 

 

 

 

図 9－2  地下水位（年平均値）の推移 
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※五郎丸観測井の平成 30年度の地下水位は、30年９月の欠測期間を除いた値である。 
 水島観測井の令和４年度の地下水位は、４年 11～12月の欠測期間を除いた値である。 

※速星観測井の平成 30年度の地下水位は、30年５月の欠測期間を除いた値、 
三郷観測井の令和２年度の地下水位は、３年１月の欠測期間を除いた値である。 
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（５）魚津・滑川地域 

 

 

 

（６）黒部地域 

 

 

 

 

図 9－3  地下水位（年平均値）の推移 
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※青木観測井については、平成 27年９月に閉局した。 

三日市観測井の令和４年度の地下水位は、４年 11月の欠測期間を除いた値である。 
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ウ  地下水位（月平均値）の推移 

令和４年度の地下水位（月平均値）及び過去５年間の推移は表 11、図 10－1～10－4の

とおりであり、図 10－1（2）及び図 10－2（4）でみられるように、京町、寺塚原、奥田

北、下飯野など市街地の一部では 12 月から３月の冬期間に地下水位の大幅な低下がみ

られる。 

この原因としては、図 11－1及び図 11－2のとおり、降雪時に道路や駐車場等の消雪

用として地下水が多量に採取されることによるものと考えられる。 
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表 11  令和５年度の地下水位（月平均値） 

 

観測井 

の名称 

地下水位（cm） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

朝日丘 10  11  9  7  -10  -9  -8  -14  -57  -58  -36  -38  

柳  田 -168  -265  -204  -191  -252  -190  -185  -177  -175  -169  -155  -149  

京 町 -367  -349  -343  -343  -370  -362  -347  -343  -611  -840  -548  -499  

上  関 264  207  209  200  197  192  183  159  271  319  339  298  

二  塚 -169  -167  -166  -167  -174  -173  -171  -186  -194  -214  -164  -167  

中田(上) -288  -274  -267  -261  -265  -284  -297  -290  -270  -247  -254  -253  

中田(下) -293  -281  -274  -270  -273  -291  -305  -297  -280  -261  -263  -261  

寺塚原 -79  -58  -49  -46  -64  -58  -45  -42  -181  -352  -234  -166  

作  道 -22  -19  -16  -16  -16  -15  -15  -17  -98  -143  -46  -48  

日  詰 -1,513  -1,387  -1,346  -1,311  -1,272  -1,362  -1,472  -1,477  -1,408  -1,358  -1,381  -1,399  

五郎丸 -3,497  -3,223  -3,151  -3,111  -3,057  -3,223  -3,416  -3,408  -3,277  -3,142  -3,195  -3,242  

水  島 -953  -842  -787  -754  -715  -780  -887  -904  -826  -771  -801  -819  

布  袋 -1,184  -1,083  -1,017  -992  -960  -1,015  -1,091  -1,109  -1,099  -1,061  -1,047  -1,064  

江  尻 131  181  194  206  217  183  144  144  167  171  167  163  

下飯野 61  66  66  64  59  63  67  67  -108  -189  5  20  

奥田北 -155  -145  -142  -142  -156  -157  -158  -160  -290  -359  -210  -202  

山  室 -240  -183  -107  -85  -78  -108  -153  -179  -183  -166  -160  -163  

西の番 -1,550  -1,458  -1,381  -1,331  -1,353  -1,444  -1,510  -1,505  -1,482  -1,468  -1,506  -1,509  

三  郷 -74  -69  -72  -81  -86  -81  -76  -70  -188  -249  -132  -111  

前  沢 -444  -349  -332  -325  -336  -375  -390  -396  -377  -367  -382  -377  

速  星 -130  -121  -124  -98  -139  -148  -142  -131  -139  -137  -125  -124  

住  吉 -98  -88  -83  -83  -95  -109  -99  -91  -93  -113  -114  -108  

北鬼江 -623  -571  -532  -518  -534  -604  -644  -642  -597  -569  -594  -592  

下  島 -50  -52  -43  -40  -42  -42  -57  -67  -109  -81  -56  -61  

四ッ屋 -2,374  -2,316  -2,248  -2,238  -2,243  -2,358  -2,410  -2,360  -2,289  -2,209  -2,216  -2,239  

金  屋 -719  -675  -634  -626  -649  -696  -700  -691  -708  -666  -670  -686  

三日市 -739  -674  -628  -621  -647  -685  -685  -681  -766  -768  -736  -734  

五郎八 -1,728  -1,489  -1,354  -1,352  -1,482  -1,688  -1,640  -1,622  -1,600  -1,571  -1,715  -1,762  

生  地 70  74  78  78  77  76  76  76  75  71  69  70  

入  膳 -2,030  -1,985  -1,906  -1,884  -1,868  -1,905  -1,971  -1,959  -1,949  -1,910  -1,927  -1,957  

小摺戸 -1,347  -1,276  -1,242  -1,241  -1,245  -1,290  -1,315  -1,302  -1,278  -1,283  -1,325  -1,340  

園  家 313  322  332  334  332  324  322  322  321  331  326  325  

月  山 -744  -717  -694  -686  -776  -892  -852  -713  -710  -696  -762  -801  

（注）地下水位は、地表面を基準として地上を正数、地下を負数で表している。 
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(1) 氷見地域 

 

 

 

(2) 高岡・射水地域 

 

 

図 10－1  地下水位（月平均値）の推移 
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(3) 砺波地域 

 

 

 

 

 (4) 富山地域① 

 

 

 

図 10－2  地下水位（月平均値）の推移 
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(5) 富山地域② 

 

 

 

(6) 魚津・滑川地域 

 

 

図 10－3  地下水位（月平均値）の推移 
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(7) 黒部地域① 

 

 

 

 

(8) 黒部地域② 

 

 

図 10－4  地下水位（月平均値）の推移 
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(1) 高岡地域 
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(2) 富山地域 
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(2) 塩水化 

地下水の塩水化の状況については、海岸部の 89地点（氷見地域８地点、高岡・射水地域

40地点、富山地域 11地点、魚津・滑川地域 14地点、黒部地域 16地点）において実態調

査を実施している（富山地域 11地点については、富山市が調査を実施）。 

令和５年度の塩化物イオン濃度の分布は図 12のとおりであり、近年、塩水化範囲に大幅

な変化はみられず、高岡・射水地域及び富山地域については、昭和 50年代と比較すると、

高濃度の塩化物イオン濃度が分布している範囲は縮小している。 

なお、小矢部川沿いの内陸部については、化石海水（地中に閉じ込められた海水）の影

響によるものとされており、塩化物イオン濃度が比較的高濃度になっている範囲では、概

ね 1,000mg/L前後で推移している。 

 

ア  氷見地域 

本地域では、窪地域で塩化物イオン濃度 100 mg/L以上の地点がみられた。 

イ  高岡・射水地域 

本地域では、小矢部川下流域から富山新港周辺にかけて比較的広範囲に塩水化がみら

れた。地区別にみると、高岡地区では、塩化物イオン濃度 100 mg/L 以上の地域は小矢

部川河口から約９km上流の内陸部まで確認される。 

また、射水市新湊地区では、塩化物イオン濃度 100 mg/L以上の地域は、海岸線から内

陸部約３kmまでの範囲でみられ、富山新港付近では 10,000 mg/L以上の地点も確認され

た。 

ウ  富山地域 

本地域では、塩化物イオン濃度 100 mg/L 以上の地域は、富山港から約１km 内陸部の

東岩瀬及び布目地区の比較的狭い地域にみられた。 

エ  魚津・滑川地域 

本地域では、塩化物イオン濃度 100 mg/L以上の地点は、魚津港及び経田漁港付近でみ

られた。 

オ  黒部地域 

本地域では、塩化物イオン濃度 100 mg/L以上の地点はみられなかった。 
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図 12 塩化物イオン濃度分布（令和５年度） 
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(3) 地盤変動 

ア 地盤沈下計による地盤変動の監視 

地盤変動を監視するため、高岡・砺波地域の２か所の地下水位観測井（寺塚原、上関）

に地盤沈下計を設置している。過去５年間の地盤変動量の推移は図 13のとおりである。 

上関では変動量は小さくほぼ横ばいで推移している。寺塚原については、冬期の地下

水位の低下と連動し地盤の収縮がみられるものの、例年、冬期を過ぎると回復している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）１．変動量は平成９年４月の観測値を基点(０)として、隆起を＋、沈下を－で表した。 

    ２．上関観測井については、平成 17年度末に設置場所を変更したことから、平成 18年度

からは、平成 18年４月の観測値を基点(０)とした。 

    ３．寺塚原観測井の令和４年３月から８月は欠測であった。 

 

図 13 地盤変動量の推移（月平均値） 
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イ 平成 29年度地盤変動量調査 

(ｱ) 調査の趣旨 

     近年の降雪時には消雪設備が一斉に稼働し、市街地等の一部では一時的に大幅な地下

水位の低下がみられる。 

このことから、粘土層が広く分布し、地下水の多量の揚水によって地盤沈下の発生が

懸念される地域において、地盤沈下の発生状況を把握するため調査を実施した。 

 

(ｲ) 調査の概要 

ａ 調査対象地域 地下水条例規制地域（富山市、高岡市、射水市）及びその周辺地域 

（測量延長 約 135km、水準点数 70（うち、評価対象 55）） 

ｂ 調査方法   水準点の標高を 1級水準測量により調査し、前回（7年前の H22）

調査時の標高との差を計測 

 

(ｳ) 調査結果 

55の水準点のうち、７mm（年間平均１mm）を超える沈下がみられた地点は 10地点あ

り、最大は富山市鍋田が 20mm、次いで富山市平吹町が 13mm、富山市針原新町が 12mm

であった。 

各地点の調査結果は図 14のとおりである。 

 

(ｴ) 結果の評価 

地盤沈下に係る環境基準は設定されていないが、環境省が「地盤沈下が確認された地

域」として公表している「年間沈下量 10mm」を超える地点はなかったことから、問題

が生じるレベルではないと考えられる。 

 

 

【参考】これまでの地盤変動量調査結果（年間変動量） 

変動量 

年度 

隆 起（mm/年） 
不動 

沈 下（mm/年） 
計 

10以上 5～10 0～5 0～5  5～10 10～15 15～20 

昭和 49 － 3  7 1 27 10 4 1 53 

50 3 8 16 3 25  3 － － 58 

51 － 2  7 1 16   3 － － 29 

52 － －  4 1 30 － － － 35 

53 － －  3 － 15  3 1 － 22 

63 － － 19 － 15 － － － 34 

平成 16 － －  6 － 57 － － － 63 

22 － － 21 1 51 － － － 73 

29 － －  4 － 51 － － － 55 
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５  地下水指針の推進 

 将来にわたり本県の貴重な財産である地下水を保全し、適正に利用していくための施策を明ら

かにするものとして、平成４年５月に全国に先駆けて地下水指針を策定した。 

その後、消雪設備に起因する地下水位の大幅な低下や気候変動影響など、地下水を取り巻く状

況の変化に対応するため、令和６年３月に地下水指針の改定を行った。 

 

ア  趣旨 

将来にわたり本県の貴重な地下水を保全し適正に利用するとともに、地下水の涵養を図

っていくための取組みの基本的な方針を示すもの。 

イ  期間 

令和６年度から令和 12年度まで 

ウ  対象地域 

地下水の保全・適正利用対策は、地下水の賦存する平野部の地域とするが、地下水の涵

養に関する取組みは、山間部を含めた県下全域とする。 

エ  目標 

「豊かで清らかな地下水の保全｣と「次世代につなぐ健全な水循環の確保」を目指し、「地

下水を守る」（地下水の過剰採取に伴う地下水障害の防止）と「地下水を育む」（地下水涵

養による健全な水循環の確保）を取組み目標とする。 

オ 指標の設定 

(ｱ) 適正揚水量（年間） 

17 地下水区毎に適正揚水量を設定し、実際の揚水量がこれを上回らないこととする。 

    

  〔適正揚水量（年間）〕 

氷見地域 
氷見地区 

540  

高岡･砺波

地域 

扇頂部 扇央部 扇端部 市街地部 海岸部 計 

750   6,220 2,280 1,890 1,220  12,360 

富山地域 
扇頂部･扇央部 扇端部 市街地部 海岸部 計 

7,000 1,780 3,240 2,220 14,240 

魚津･滑川

地域 

魚津地区 滑川地区 計 

3,170 1,760 4,930 

黒部地域 
扇頂部･扇央部 扇端部 市街地部 海岸部 小川右岸部 計 

1,850 3,770 820 4,090 2,120 12,650 

全県 

平野部 

計 

44,720 

 

県内において、消雪設備や工場・事業場等で利用される地下水の実態を把握するため、

県下平野部全域を対象に、令和３年度の地下水揚水量等の実態調査を行った。 

なお、適正揚水量と揚水量（令和３年度）を比較したところ、表 12及び図 15のとお

り、すべての地下水区において、揚水量は適正揚水量を下回っていた。 

また、全地下水区の令和３年度の揚水量実績の合計（20,058 万 m3／年）は、適正揚

水量の合計（44,720 万 m3／年）の 45％であった。 

（単位：万m3／年） 
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表 12 地下水区ごとの揚水量(令和３年度)と適正揚水量 

地下水区 
揚水量(令和３年度) 

(万ｍ 3/年 ) 

適正揚水量 

(万ｍ3/年) 

揚水量(令和３年度) 

/適正揚水量 

氷見地域 氷見地区 91 540 17(％) 

高岡･砺波地域 

扇頂部 316 750 42(％) 

扇央部 2,540 6,220 41(％) 

扇端部 1,087 2,280 48(％) 

市街地部 570 1,890 30(％) 

海岸部 350 1,220 29(％) 

富山地域 

扇頂部･扇央部 5,015 7,000 72(％) 

扇端部 1,191 1,780 67(％) 

市街地部 2,252 3,240 70(％) 

海岸部 1,240 2,220 56(％) 

魚津･滑川地域 
魚津地区 1,461 3,170 46(％) 

滑川地区 950 1,760 54(％) 

黒部地域 

扇頂部･扇央部 412 1,850 22(％) 

扇端部 855 3,770 23(％) 

市街地部 194 820 24(％) 

海岸部 1,096 4,090 27(％) 

小川右岸部 438 2,120 21(％) 

合 計 20,058 44,720 45(％) 
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図 15 地下水区ごとの揚水量(令和３年度)と適正揚水量 
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(ｲ) 冬期間の注意喚起水位 

急激な地下水位の低下により取水障害のおそれのある地域において、一部の基幹観測

井に注意レベルや警戒レベルの水位を指標として設定し、水位低下時に地下水利用者へ

の情報提供や節水・合理的な利用の呼びかけを行い、水位の速やかな回復に努めること

とする。 

 

地 域 名 観 測 井 
注意喚起水位 

注意地下水位 警戒地下水位 

富 山 市 
奥田北観測井 －12.9ｍ －17.5ｍ 

蓮 町 観測井 －16.6ｍ －22.3ｍ 

高 岡 市 京 町 観測井 －21.1ｍ －23.9ｍ 

（注）各水位はいずれも地表面を基準とする水位 

 

なお、平成 30年 12月の運用開始以降では、令和３年１月、２月の大雪の際に富山市

で地下水位が注意レベルを継続して下回ったが、注意報を発令して節水を呼びかけると

とともに、天候の回復により地下水位が回復し、発令を解除した。 

  

(ｳ) 地下水位データのリアルタイム提供を行う観測地点数 

地下水の取水障害の発生が懸念される場合に迅速に情報を提供するため、地下水位デ

ータのリアルタイム提供を行う観測地点を効果的・効率的に導入する。 

 

(ｴ) 地下水涵養に取り組む地域数 

地下水涵養の推進を図る観点から、地下水利用者、行政機関等で構成される県内４地

域の地下水利用対策協議会において、地下水涵養の取組みをより一層推進する。 

 

(ｵ) 森林整備延べ面積  

地下水の利用と涵養の均衡を図り水循環系の健全性を確保する観点から、森林の持つ

多面的機能をバランスよく高度に発揮させるため、森林の整備（間伐）を適切に実施す

る。 

 

(ｶ) 環境保全活動取組者数  

「地下水の守り人」や「森と地下水の環境観察会」への参加など、地下水保全活動を

含む広範な環境保全活動に取り組む県民、団体等の数を増加させる。 

 

  

［注意地下水位］ 取水障害発生確率が１%となると見込まれる水位 

［警戒地下水位］ 取水障害発生確率が２%となると見込まれる水位 
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カ  地下水の保全・創水に向けた取組み 

  地下水指針の目標を達成するため、次の施策を推進する。 

(ｱ) 地下水条例による規制 監視・指導の実施、市町村との連携、条例の適切な

運用 

(ｲ) 開発事業における配慮 事前協議の推進、環境影響評価の推進、開発行為に

おける地下水環境への配慮の推進 

 

(ｳ) 地下水の節水・利用の合理化 地下水利用の合理化、工業用水道への転換、自噴井

戸の節水・余剰水対策の推進、節水・適正利用の促

進に向けた取組みの紹介・普及 

 

(ｴ) 冬期間の地下水位低下対策の 

推進 

消雪水源の多様化の推進、節水型消雪設備の推進、

消雪設備の適正な設定や維持管理、冬期間の地下水

位低下に関する情報提供の拡充、大幅な地下水位低

下時の情報提供及び適正利用の呼びかけ、消雪関係

機関による情報共有及び地下水位低下対策の推進 

 

(ｵ) 地下水障害等の監視体制の整備 地下水位等の観測体制の整備、地盤沈下監視体制の

整備、地下水塩水化監視体制の整備、地下水位観測

データの情報提供、地下水位情報の長期的な蓄積と

評価、地下水位観測情報の集約・調査研究機関との

連携、地下水揚水量の実態把握 

 

(ｶ) 水循環系の健全性の確保 森林の保全･整備、水源山地の保全･整備（治山）、農

地の維持･保全、農業用水の保全･整備、中山間地の

保全、河川環境の整備、治水、渇水対策の観点から

の取組み、水源地域保全条例による水源地域の保全、

多様な観点からの取組みの推進 

 

(ｷ) 地下水の涵養の普及・拡大 水田等を利用した地下水涵養の推進、雨水浸透施設

の整備、大規模な開発事業における地下水涵養対策

の推進、地下水を育む森林の保全・整備、地下水利

用者における人工涵養の取組みの促進、県民等への

地下水涵養の重要性の啓発 

 

(ｸ) 調査・研究の推進 水循環系の健全性や地下水涵養に関する調査・研究、

冬期間の地下水位低下対策に関する調査・研究、地

下水保全に係る情報や知見の収集・整理、気候変動

に伴う地下水環境への影響に関する調査・研究 

 

(ｹ) 地下水利用者における 

自主的対策の促進 

 

 

事業者における自主的な地下水対策の促進、地下水

利用対策団体による取組みの促進、県民への自主的

取組みの普及・啓発 

 

(ｺ) 地下水保全に向けた意識の高揚 

及び取組みの拡大 

各種広報媒体による普及啓発、地下水保全に向けた

環境教育や協働取組みの推進、地下水保全の理解と

施策への反映、「地下水の守り人」の活動を通じた地

下水保全活動の推進、次世代への地下水保全意識の

継承に向けた人づくり 

 

(ｻ) 新たな分野における地下水利用の 

  拡大 

地中熱利用設備の普及状況の把握、新たな地下水利

用に関する普及啓発 
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キ 指針の推進体制 

(ｱ) 県民・民間団体、事業者、行政の役割 
 

 

   (ｲ) 推進体制 

地下水利用者及び行政で構成する各地域の地下水利用対策協議会等と連携し、指針に

掲げる取組みを推進する。 

 

県民・民間団体 地下水の保全・適正利用及び地下水の涵養や名水・湧水の保全活動に努める。 

事業者 地下水の保全・適正利用及び地下水の涵養の取組みに努める。 

行政  （県） 地下水の保全と涵養に関する基本的かつ総合的な施策を策定し、実施する。 

   （市町村） 基礎的な地方公共団体として、地域の特性や実情に応じた地下水の保全と涵養

に関する施策を推進する。 
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６  地下水節水対策等の推進 

 

(1) 目的 

本県では、降雪時の消雪設備の一斉稼働により、市街地等の一部において、一時的では

あるが大幅な地下水位の低下がみられ、井戸涸れや地盤沈下などの地下水障害の発生が懸

念されている。 

現在のところ、直ちに地下水障害に繋がる状況ではないと考えられるが、循環資源とし

ての地下水を次世代へも引き継ぐためには、地下水の節水や合理的な利用を普及啓発する

とともに、県民や事業者による節水等の具体的な取組みの実践を促進する必要がある。ま

た、冬季の田や休耕田を利用した地下水涵養、水源涵養機能を有する森林の保全活動など

の取組みを地域ぐるみで推進する必要がある。 
 

(2) 取組みの概要 

ア 名水の保全や地下水の節水等の普及啓発 

令和４年３月にリニューアルしたウェブサイト「とやま名水ナビ」や公式 X（旧 Twitter）

「とやまの水環境」を活用して、「とやまの名水」をはじめとした県内の優れた水環境や

水環境保全活動等についての情報発信を強化するとともに、水環境や地下水の保全に対

する若者の理解の増進や水環境保全活動への自主的な参加につなげるため、「とやま森・

川・海の環境観察会」等を開催した。（令和５年度の海の環境観察会は荒天のため中止） 

また、地下水保全に関する啓発リーフレットを作成・配布して、県民や事業者に対し、

地下水保全や節水についての普及啓発を進めたほか、冬期間の地下水位低下対策のため、

市町村と連携してホームページや広報紙で消雪設備等の節水に関する呼びかけを行っ

た。（「とやまの名水」「とやま名水ナビ」「啓発リーフレット」は参考資料に掲載） 

   
森と地下水の環境観察会 川の環境観察会 名水巡りツアー 

 

イ 「地下水の守り人」による地下水保全活動の実施 

県と（公財）とやま環境財団では、平成 24年度から消雪設備の節水や名水・湧水の保

全など地域において地下水保全活動に積極的に取り組む人材を「地下水の守り人」とし

て養成・登録（令和５年度末 138名）するとともに、講習会の開催や啓発資材の作成な

ど、その活動を支援してきた。 

令和５年度は、オンラインとの併催により守り人講習会（計 103名参加）を開催し、

富山の水循環を考えるとともに、地中熱の利活用による地域の脱炭素に向けた取組みに

ついて理解を深めた。 

  
地下水の守り人の活動状況 

（消雪設備の点検） 
守り人講習会の開催状況 
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ウ 冬期間の地下水位低下対策の推進 

    平成 30 年度から、冬期間の地下水位の指標として設定した「注意喚起水位」（P51 参

照）を下回り、その状態が継続するおそれがある場合に「注意報」等を発令し、地下水

利用者（工場・事業場や消雪設備設置者、県民）に節水への協力を呼びかける取組みを

進めている。（令和５年度：発令なし） 

 

(3) 今後の取組み 

地下水の保全・適正利用の推進のため、令和元年度に作成した地下水節水事例集を活用

し、地下水利用者への節水の普及啓発と対策の実践を支援するほか、リーフレットの配布

や揚水設備の立入検査等を通じて地下水の節水や合理的利用を呼び掛ける。 

また、「地下水の守り人」の活動支援のための技術講習会を開催するとともに、若者等に

対する地下水保全に関する体験型授業を実施するなど、地域ぐるみの地下水保全活動を促

進する。 

 

＜地下水節水事例集＞URL https://www.pref.toyama.lg.jp/1706/kurashi/kankyoushizen/kankyou/chikasui_sessuijirei.html 
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７  地下水利用対策協議会の状況 

 

(1) 概要 

「地下水利用対策協議会」は、地下水障害の発生地域又はその恐れのある地域を対象に、

地下水利用適正化調査を実施するとともに、地下水の適正かつ合理的利用の推進を目的と

して、通商産業省（当時）の指導により設置されたものである。 

本県においては、表 14のとおり、庄川・小矢部川地域、富山地域、魚津・滑川地域及び

黒部川地域に協議会が設立されており、県と各協議会が連携・協力して、地下水の保全・

適正利用に関する啓発等の活動を展開している。 

 

表 14 地下水利用対策協議会の概要（令和５年度） 

名   称 
庄川・小矢部川地域 

地下水利用対策協議会 

富山地域地下水 

利用対策協議会 

魚津・滑川地域地下水

利用対策協議会 

黒部川地域地下水 

利用対策協議会 

設立年月日 昭和 62 年 9 月 28 日 昭和 50 年 2 月 7 日 平成元年 5 月 15 日 平成 3 年 2 月 20 日 

対象地域 

高岡市、射水市、 

砺波市、小矢部市、 

南砺市 

（5 市） 

富山市、舟橋村、 

上市町、立山町 

（1 市 2 町 1 村） 

魚津市、滑川市 

（2 市） 

黒部市、入善町、 

朝日町 

（1 市 2 町） 

会 員 数 75 99 58 62 

会 長 高岡市長  角田悠紀 富山市長 藤井裕久 滑川市長 水野達夫 入善町長 笹島春人 

事 務 局 高岡市環境政策課 富山市環境保全課 滑川市生活環境課 入善町住民環境課 

事業内容 

・地下水に関する各

種調査 

・地下水利用の合理

化の推進・啓発 

・工業用水の導入促

進 

・地下水保全功労者

の表彰 

・地下水涵養につい

ての啓発 

・研修会の開催 等 

・地下水の過剰揚水

の制限 

・地下水涵養の推進 

・地下水利用の合理

化の啓発 

・地下水に関する各

種調査 

・講演会及び研修会

の開催 

・地下水保全功労者

の表彰  等 

・地下水に関する各

種調査 

・地下水利用の合理

化の推進・啓発 

・地下水涵養の推進 

・研修会の開催 等 

・地下水利用の合理

化の啓発 

・地下水保全功労者

の表彰 

・地下水に関する各

種調査 

・地下水涵養の推進 

・研修会の開催  等 

備 考 

庄川下流地域地下水

利用対策協議会（昭

和 45 年 5 月 25 日設

立）を拡大したもの 

   

 

 

 

 



７  地下水利用対策協議会の状況 

- 41 - 

(2) 水田を用いた地下水涵養事業 

水田を用いた地下水涵養事業の令和５年度での実施状況は表 15のとおりである。 

県としては、これまでに実施した涵養モデル事業の成果を踏まえ、涵養手法・結果等を

取りまとめた「地下水涵養マニュアル」や、涵養実施に当たって必要となる手続きを取り

まとめた「地下水涵養の手引き」等を活用して、各地下水利用対策協議会の取組みに対し

て技術的な支援を行った。 

 

表 15 県内の地下水涵養実施状況（令和５年度） 

地域 年度 実施主体 実施場所 面積[㎡] 涵養量※１
[㎥/日] 

庄川・小矢部川地域 
（高岡、射水、砺波、小矢部、

南砺） 

H17～ 砺波市 砺波市柳瀬 4,430 223※２ 

H30 

庄川・小矢部川流

域地下水利用対

策協議会 
南砺市打尾 13,462 (296)  

魚津・滑川地域 

（魚津、滑川） 
H17～ 

魚津市、魚津･滑

川地下水利用対

策協議会 

魚津市 

東蔵地区 
37,017 6,200   

黒部川地域 

（黒部、入善、朝日） 
H28～ 

黒部川地下水利

用対策協議会 
朝日町殿町 6,850 86   

富山地域 

（富山、舟橋、上市、立山） 

H30 ～

R元 

富山地域地下水

利用対策協議会 

立山町 

四谷尾 
5,755 (65)  

※１ 括弧書きの数値については、直近年度の実績を示す。 

※２ 砺波市柳瀬における涵養量の数値については、令和５年（１～12月）の実績を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚津・滑川地域地下水利用対策協議会での 
涵養事業（魚津市内） 

黒部川地域地下水利用対策協議会での 
涵養事業（朝日町内） 
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参考資料 地下水観測井の位置と構造 

地
域 

観測井の 
名  称 

位  置 
設置
年度 

管理者 

井戸の構造 
標高 
（ｍ） 深度 

（ｍ） 

口径 
（ｍｍ） 

 

ストレーナ位置 
（ｍ） 

氷
見
地
域 

朝 日 丘 氷見市朝日丘 H 4 県 80 250 
32～38 
71～77 

5.63 

柳 田 氷見市柳田 H 4 県 100 250 79～90 5.48 

高 

岡 

・ 

砺 

波 

地 

域 

京 町 高岡市京町 S61 県 140 150 113～129 7.54 

上 関 高岡市京田 S42 県 240 300 164～175 12.59 

二 塚 高岡市二塚 S34 県 40 250 34～39 14.11 

中 田 高岡市中田 H14 県 
27 400 11～17 

25.19 
80 200 57～65 

寺 塚 原 射水市寺塚原 S42 県 150 350 102～124 6.22 

作 道 射水市殿村 S54 県 100 250 40～54 2.41 

日 詰 砺波市林 S52 県 100 250 78～89 41.08 

五 郎 丸 砺波市五郎丸 S60 県 80 250 48～70 72.54 

水 島 小矢部市水島 S60 県 80 250 43～71 41.21 

布 袋 南砺市布袋 S60 県 80 250 43～65 60.42 

江 尻 高岡市福岡町江尻 S60 県 80 250 56～78 20.46 

富 

山 
地 

域 

下 飯 野 富山市下飯野 S49 県 200 250 106～139 7.11 

奥 田 北 富山市下新北町 S49 県 93 250 65～82 6.44 

山 室 富山市山室 S57 県 20 250 15～20 29.05 

西 の 番 富山市西の番 S49 県 100 250 50～83 88.96 

三 郷 富山市三郷 S49 県 150 250 106～145 10.50 

前 沢 立山町前沢 S49 県 100 250 23～50 63.18 

速 星 富山市婦中町速星 S53 県 100 250 84～95 14.18 

魚
津
・
滑
川
地
域 

住 吉 魚津市住吉 S61 県 50 250 23～34 6.67 

北 鬼 江 魚津市北鬼江 S61 県 70 250 59～71 12.64 

下 島 滑川市下島 S61 県 80 250 66～77 5.84 

四 ッ 屋 滑川市四ツ屋 S61 県 100 250 65～82 35.48 

黒 

部 

地 

域 

金 屋 黒部市金屋 S51 県 150 250 112～134 15.84 

三 日 市 黒部市三日市 S51 県 100 250 51～73 18.85 

五 郎 八 黒部市荻生 S51 県 50 250 39～50 47.11 

生 地 黒部市生地経新 H 3 県 100 250 85～96 1.30 

入 膳 入善町入膳 S51 県 100 250 73～95 27.63 

小 摺 戸 入善町小摺戸 S51 県 50 250 34～53 69.67 

園 家 入善町下飯野 H 3 県 55 250 40～51 1.92 

月 山 朝日町月山 S51 県 100 250 56～78 23.29 
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参考資料 「とやまの名水」一覧 

富山県 昭和 61年２月選定 

平成 18年４月追加選定 

No. 名  称 所 在 地  区分 説  明 

1 七重滝
しっちゃだき

 朝日町笹川 滝 
約 60mの断層崖を七段に落下する雄大な滝。名勝と

して、古くから人々に親しまれています。 

2 杉沢
すぎさわ

の沢
さわ

スギ    ■１ 入善町吉原 湧水 
黒部川扇状地扇端部の湧水地帯。沢スギが生い茂

り、沢には地下水が白砂を上げて湧き出ています。 

3 高瀬
たかせ

湧水
ゆうすい

の庭
にわ

 入善町高瀬 湧水 

黒部川右岸の自噴地帯における代表的な湧水で、清

冷で豊富な量に恵まれています。県内外、他市町村

からも多くの利用者があります。 

4 墓
はか

ノ木
き

自然公園
 しぜんこうえん

 入善町墓ノ木 その他 

黒部川の清流や、自然をそのままの形で生かした河

川敷に広がる約 22ha の公園であり、水と緑に親し

み、自然観察する格好の場所となっています。 

5 黒部峡谷
くろべきょうこく

 
富山市、黒部市 

立山町 
河川 

大小無数の渓流が黒部川の本流となり、岩を削り、

日本で最も深く、そして幽玄な峡谷美を形作ってい

ます。 

6 十二貫野
じゅうにかんの

用水 黒部市 
農業 

用水 

江戸時代に椎名道三が高度な技術で開削した用水。

一部の区間は、地域の文化遺産として保存され、親

水公園となっています。 

7 清水
しょうず

の里
さと

      ■２ 

黒部市吉田  

（あいの風とやま 

鉄道生地駅） 

湧水 

あいの風とやま鉄道生地駅前に湧き出る清らかで

冷たい水。御影石で作られた水飲み場が整備され、

乗降客や市民ののどを潤しています。 

8 生地
いくじ

の共同洗い場 ■３ 黒部市生地 湧水 

黒部川扇状地の豊富な湧水を利用し、地域住民が共

同で管理している洗い場。人々の語らいの場ともな

っています。 

9 名水公園
めいすいこうえん

の清水
しょうず

 黒部市生地中区 湧水 

黒部漁港前の公園で「魚の駅」にも隣接しているこ

とから、毎年多くの人々が訪れており、名水がある

公園として親しまれています。 

10 月見嶋
つきみじま

の清水
しょうず

 黒部市生地山新 湧水 

新治神社の境内にある月見嶋の池に湧き出す清水。

12世紀ごろにあった「越之湖」の名残とされてい

ます。 

11 村椿
むらつばき

（飛騨
ひ だ

）の清水
しょうず

 黒部市飛騨  湧水 

黒部川扇状地にある豊富な水量と水の冷たさを誇

る自噴井で、地域住民に愛され、大切に保全・整備

されています。 

12 箱根
はこね

の清水
しょうず

 黒部市長屋 井戸 

江戸時代に北陸街道を行き来した旅人がのどを潤

した休憩所が、宇奈月へと上がる県道の脇で現代人

ののどと心を潤しています。 

13 下立
おりたて

の霊水
れいすい

 
黒部市宇奈月町

下立 
湧水 

地元地域住民はもちろん近隣市町からも多くの人

が霊水として水を汲みに訪れます。付近一帯は、と

やま森林浴の森に指定され、自然環境学習の場とし

ても利用されています。 

14 駒洗
こまあら

い池
いけ

 黒部市嘉例沢 湧水 
戦国時代の武将たちが馬を洗い清めた池と伝えら

れ、今も美しい清水をたたえています。 
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No. 名  称 所 在 地  区分 説  明 

15 片貝川
かたかいがわ

の清流 魚津市 河川 

万葉の歌人、大伴家持が「可多加比の川の瀬清く行

く水の絶ゆることなくあり通ひ見む」と歌った清流

です。 

16 魚津駅前
うおづえきまえ

の「うまい水」 

魚津市釈迦堂 

(あいの風とやま 

鉄道魚津駅) 

井戸 
日本一うまい水と池田弥三郎教授が折り紙をつけ

た魚津の水。旅行者や市民に親しまれています。 

17 てんこ水
すい

 
魚津市諏訪町、 

本町 
湧水 

ちょうどごはんをてんこ盛りにしたように、川の底

から水が湧き出てくるので、この名が付いたといわ

れます。 

18 行 田
ぎょうでん

の沢清水
さわしみず

   ▲１ 滑川市上小泉 その他 

早月川の伏流水が湧き出した清水。付近一帯は、自

然林に囲まれ、市民が水と緑に親しむ格好の散策場

所となっています。 

19 穴の谷
あなんたん

の霊水
れいすい

    ■４ 上市町黒川 湧水 
行者が霊水として利用していたもので、この霊水を

求めて全国から多くの人々が訪れます。 

20 弘法大師
こうぼうだいし

の清水
しみず

 上市町護摩堂 湧水 

弘法大師ゆかりの清水で、地域の人々に利用されて

きました。これを飲むと頭が良くなるといわれてい

ます。 

21 大岩山
おおいわさん

日
にっ

石寺
せきじ

の藤水
ふじみず

 上市町大岩 湧水 

古くから北陸の霊場として知られている大岩の不

動。岩を回り出る藤水は、眼病に霊験有りと人々に

信じられてきました。 

22 
上市
かみいち

川
がわ

沿岸
えんがん

円筒
えんとう

 

分
ぶん

水
すい

場
じょう

円筒
えんとう

分
ぶん

水槽
すいそう

 
上市町釈泉寺 

農業 

用水 

上市川の沿岸域の水争いを解決するため整備され

ました。地元では、先人の技術と熱意を後世に伝え

るため、保存に努めています。 

23 早月川
はやつきがわ

の清流 
上市町、 

滑川市、魚津市 
河川 

北アルプスの剱岳に源を持ち、全国屈指の急流河川

となって、富山湾に注いでいます。その河口の海は、

ホタルイカ漁でにぎわうところです。 

24 立山玉殿
たてやまたまどの

の湧水  ■５ 立山町室堂 湧水 

立山黒部アルペンルートの立山トンネルの開通に

より噴出した湧水。２～５ ℃と非常に冷たく、水

量も豊富です。 

25 黒部湖
く ろ べ こ

 富山市、立山町 湖沼 

日本一の高さを誇るアーチ式ダムによる人造湖。エ

メラルドグリーンの湖水に周囲の雄大な山々を映

します。 

26 みくりが池 立山町室堂 湖沼 

標高 2,400m、立山黒部アルペンルートにある、神

秘的な湖。青々とした水面に映える立山の雄姿は美

しい。 

27 常願寺川
じょうがんじがわ

の清流 富山市、立山町 河川 
長さ 56km、万年雪を頂く立山・薬師岳に源を発し、

富山湾に注ぐ、我が国屈指の急流河川です。 

28 称 名 滝
しょうみょうだき

 
立山町芦峅寺ブ

ナ坂 
滝 

日本一の落差 350mを誇る大滝。４段になって落ち

るその豪快さは、訪れる人を驚嘆させます。 

29 岩室
いわむろ

の滝 立山町虫谷 滝 

落差 24m、白布を垂らしたような滝。谷川が岩石の

軟弱部を浸食、後退してできたもので、地質学上貴

重です。 

30 松川
まつかわ

         富山市 河川 

富山市の中心部を流れます。ニシキゴイが群泳し、

桜並木と彫刻が川べりを彩る市民の憩の川となっ

ています。 
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No. 名  称 所 在 地  区分 説  明 

31 石倉町
いしくらまち

の延命地蔵
えんめいじぞう

の水 ▲２ 富山市石倉町 井戸 
いたち川の川べりにある延命地蔵の御手洗い水。万

病に効く霊水ともいわれています。 

32 中ノ寺
なかのてら

の霊水 富山市上滝 湧水 
弘法大師が祭られている祠の下から湧いている水。

不老長寿、皮膚病に効く霊水といわれています。 

33 有峰湖
ありみねこ

 富山市有峰 湖沼 

北アルプスの霊峰薬師岳に連なる山々の清流を集

め、満々と水をたたえた湖です。湖面には美しい

山々の姿を映します。 

34 常西合口用水
じょうさいごうくちようすい

 富山市 
農業 

用水 

明治時代に、常願寺川左岸に 12の用水を合併合口

化してできた用水です。富山市の水道水源となって

います。 

35 殿様清水
とのさましょうず

 富山市春日 湧水 

昔、殿様が好んでこの湧水を飲んだことからこの名

が付いたといわれます。今も茶人などに愛用されて

います。 

36 八木山
や き や ま

の滝 富山市八木山 湧水 

八木山の不動尊の祠から湧く水は、昔けものが傷をい

やしたといわれ、現在は滝となり、絶えることなく落ちて

います。 

37 神 通 峡
じんづうきょう

 富山市 河川 
飛騨盆地から富山平野に抜ける風光明びな渓谷。県

下屈指の景勝地で、県定公園となっています。 

38 桂
かつら

の清水
しみず

 
富山市八尾町 

大玉生 
湧水 

大玉生八幡社横にある樹齢千年といわれる桂の大

木。その根元から沸き出す清冽な水で、人々の生活

水として守られてきました。 

39 加持水
か じ す い

 
富山市婦中町 

千里 
湧水 

常楽寺観音堂地内の湧水。聖観音が山田村から常楽

寺へ遷された時に湧き出てきたものと伝えられて

います。珍しい「ヒカリモ」があります。 

40 花山寺
か ざ ん じ

の霊水 富山市山田若土 湧水 
谷川沿いの岩間から湧き出る水。花山寺では水かけ

地蔵を建立し、霊水として利用しています。 

41 朝日
あさひ

の滝
たき

 
富山市婦中町 

安田 
湧水 

この滝は、霊験があり不治の病も治すといわれ、親

しまれてきました。江戸時代中期～後期には、全国

から大勢の参拝者が訪れ、参道には、茶店や旅籠も

立ち並んでいたといいます。 

42 薬勝寺池
やくしょうじいけ

 射水市中太閤山 湖沼 

かんがい用のため池として、約 500年前に作られた

と伝えられています。現在は薬勝寺池公園として、

地域住民の憩の場となっています。 

43 誕生寺
たんじょうじ

の誕 生 水
たんじょうすい

 射水市島 井戸 

約 600年前、法華宗の開祖日隆聖人が誕生の折に湧

出した清泉。聖人の産湯とされたことから「誕生水」

と名付けられました。 

44 弓
ゆみ

の清水
しょうず

        ▲３ 高岡市中田常国 湧水 

木曾義仲が、平家との戦いのとき、部下の進言によ

り弓矢を射ったところ湧き出た清水と伝えられて

います。 

45 旧
きゅう

六
ろっ

ヶ
か

用水
ようすい

 高岡市滝 
農業 

用水 

地元住民と小・中学校児童の保存活動により、毎年

ホタルが飛び交うようになり、観察会には多くの参

加者があります。付近一帯は、県の天然記念物（ゲ

ンジボタル等の生息地）に指定されています。 

46 気多神社
けたじんじゃ

の清泉
せいせん

 高岡市伏木一宮 湧水 
大伴家持が住んだ万葉の里。杉木立に囲まれた岩壁

から清泉が出ています。 
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No. 名  称 所 在 地  区分 説  明 

47 影無
かげな

し井戸 高岡市末広町 井戸 

高岡市の中心部にあり、約 200年以上前、親孝行な

六兵衛が掘ったと伝えられています。市民により大

切に保存されています。 

48 高岡古城公園
たかおかこじょうこうえん

の水濠
すいごう

 高岡市古城 その他 

前田利長の築いた城で設計者は高山右近と伝えら

れています。約 67,000m2の水濠は満々と水をたた

え、四季を通じて美しい景観を映しています。 

49 矢部
や べ

の養鯉池
よ う り ち

 
高岡市福岡町 

矢部 
その他 

庄川の伏流水が湧く矢部地内では、豊富な地下水を

利用して、観賞用や食用の鯉が盛んに養殖されてい

ます。 

50 上日寺
じょうにちじ

の観音菩薩霊水
かんのんぼさつれいすい

 氷見市朝日本町 湧水 

古くより、無病長寿に効く霊水といわれ、飲用され

てきました。傍には、国指定天然記念物の大イチョ

ウがそびえ立っています。 

51 鳩清水
はとしみず

 小矢部市埴生 湧水 

埴生護国八幡宮の境内にあり御手洗水などに利用

されています。年中枯れることなく、参拝者に潤い

を与えています。 

52 宮 島 峡
みやじまきょう

 小矢部市宮島 河川 

小矢部川の支流、子撫川の清流に沿った谷間。小さ

なナイアガラといわれる「一の滝」をはじめ、多く

の滝や淵からなっています。 

53 大清水
おおしょうず

 小矢部市臼谷 湧水 

底から清水が白砂を上げて湧き出しています。池に

は、市の天然記念物に指定されているアシツキが自

生しています。 

54 瓜裂清水
うりわりしょうず

         ■６ 
砺波市庄川町 

金屋 
湧水 

綽如上人の馬のひづめが陥没してできたという故

事があります。瓜を冷したところ、冷たくて自然に

裂けたことから命名されました。 

55 又兵衛清水
またべえし みず

 砺波市増山 湧水 

増山城築城の折、家臣の山名又兵衛が発見したと伝

えられます。城跡を訪れるハイカーに親しまれてい

ます。 

56 縄ヶ池
なわがいけ

 南砺市蓑谷 湖沼 

原生林に囲まれ、伝説を秘めた池。四季を通じて清

澄な水を満々とたたえ、天然記念物のミズバショウ

が群生しています。 

57 桜 ヶ 池
さくらがいけ 

    南砺市立野原 湖沼 

池の周囲に桜の木が多いことからこの名が付けら

れました。春の新緑、秋の紅葉など、水と緑に恵ま

れた自然を満喫できます。 

58 中江
なこえ

の霊水 南砺市中江 湧水 
「水神様の水」とも呼ばれ、村の祭神「水波廼女神」

を祭った社の床下から湧出している神聖な水です。 

59 庄 川 峡
しょうがわきょう

 砺波市、南砺市 河川 
小牧ダム湖を中心とする周辺一帯は県定公園に指

定されています。四季織りなす景観は見事です。 

60 丸池
まるいけ

 南砺市新屋 湧水 
合掌造りで知られる越中五箇山の上平村。浄土真宗

を広めた赤尾道宗の信心による湧水の池です。 

61 脇谷
わきたに

の水 
南砺市利賀村 

栗当 
湧水 

脇谷橋の橋詰にあるお地蔵さまの祠から湧き出て

います。住民やドライバーに親しまれています。 

62 赤祖父池
あかそぶいけ

 南砺市川上中 湖沼 

赤祖父川の水をせき止めてできた、かんがい用の貯

水池。ヘラブナ釣りの名所で釣り大会等により親し

まれています。 
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No. 名  称 所 在 地  区分 説  明 

63 不動滝
ふどうだき

の霊水     ▲４ 南砺市大谷 湧水 
岩から清らかな水が噴出しています。古くから、旱

魃を救った霊水として大切にされてきました。 

64 妃
ひ

の清水
しょうず

 南砺市安居 湧水 
安居寺の下を流れる御手洗川の川沿い、切り立った

岩壁の割れ目から枯れることなく湧き出ています。 

65 小矢部川
お や べ が わ

の長瀞
ながとろ

 南砺市中河内 河川 

小矢部川上流の峡谷。奇岩がそそり立ち、岩肌に松、

桧が盆栽のように生える光景は水墨画を思わせま

す。 

66 富山湾
とやまわん

の深層水
しんそうすい

 
取水地： 

滑川市、入善町 
その他 

「富山湾の深層水」は、冷たく清浄で、ミネラル分

を豊富に含んでいることから、未知の可能性を秘め

た新しい地域の資源として、大きな注目を集めてい

ます。 

  

（注）■印は昭和 60年３月に環境庁の「名水百選」に選定されたものである。 

（うち■１～■３は全国名水百選「黒部川扇状地湧水群」として選定されたものである。） 

   ▲印は平成 20年６月に環境省の「平成の名水百選」に選定されたものである。 

（うち▲２は平成の名水百選「いたち川の水辺と清水」として選定されたものである。） 



参考資料 

- 48 - 

参考資料  ウェブサイト「とやま名水ナビ」について 

 

 

 

 
 

１ 発信内容 

（１）「とやまの名水」など富山県の優れた水環境 

・ 「映える名水」を魅力的な写真とともに紹介 

・ 「名水にゆかりのある商品」として、名水を使ったミネラルウォーター、

日本酒、和菓子、かまぼこ等について紹介 

・ 名水周辺の見どころ（親水公園、滝、温泉、水族館など水環境に関係する

場所に加えて博物館、美術館、動物園、神社、寺院等）やイベントに関する

情報を各名水のページで紹介 

  ・ 名水の位置、「映える名水」のフォトスポット、名水周辺の見どころやイ

ベント開催地の場所等をマッピング 

（２）水環境保全活動の実施内容 

・ 県内の各種団体や事業者による水環境保全活動（河川の水質や生物の調査、

海岸や河川の清掃活動、「とやまの名水」の保全活動、小学生を対象とした

環境学習会など） 

（３）県の水環境保全活動促進施策 

・ 「とやま森・川・海の環境観察会」、「名水巡りツアー」など県主催イベン

トの開催結果 

・ 水環境保全活動に使用する器具の貸出し・提供等 

 

２ URL 

https://www.pref.toyama.jp/1706/kurashi/kankyoushizen/kankyou/mizuhozen/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とやま名水ナビ」では、「とやまの名水」をはじめとする富山県の優れた水

環境、県内での水環境保全活動の実施内容等について情報発信しています。 

ＱＲコード 

とやま名水ナビ 

 

 

検 索 
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参考資料  富山県環境保全課公式 SNS「とやまの水環境」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 発信内容 

 とやまの水環境の保全・魅力向上に向け、「知りたい！」「行ってみたい！」「体

験したい！」につながる内容をお届けします。 

（１）探訪！とやまの水環境 

全国に誇る「とやまの名水」を紹介します。「休日どこに行こうかな？」と

悩んだときの参考に！ 

（２）水にイイコトしています。 

  名水の保全に活躍している方の活動の様子などをお伝えします。活動を体験

するきっかけにも！ 

（３）イベントの案内 

   小学生を対象とした「とやま森・川・海の環境観察会」、「名水巡りツアー」

などのイベントの募集情報をいち早く！ 

２ アカウント情報 

（１）アカウント名 

とやまの水環境（富山県環境保全課）  @toyamanomizu 

（２）URL 

https://x.com/toyamanomizu 

（富山県環境保全課のウェブサイトからもアクセスできます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

二次元コード 

水環境保全の取組みを推進するため、富山県環境保全課公式Ｘ（旧ツイッター）

において、とやまの水環境の保全や魅力向上に関する情報を発信しています。 

本県の水環境の魅力、環境保全活動やイベントなどの情報をタイムリーに、わ

かりやすく、親しみやすい形で発信し、県民の皆様に本県の素晴らしい環境を身

近に感じていただけるよう努めてまいりますので、ぜひ登録をお願いします。 

X とやまの水環境 検 索

検 索

検索 
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参考資料 地下水保全の啓発リーフレット 

(URL https://www.pref.toyama.jp/1706/kurashi/kankyoushizen/kankyou/kj00016588.html) 
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参考資料 地下水涵養の推進リーフレット 

(URL https://www.pref.toyama.jp/documents/7739/00745883.pdf) 
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生活環境文化部 環境保全課 
〒930－0005 富山市新桜町 5-3 第 2 富山電気ビルディング  TEL 076（444）3144  FAX 076（444）3481 

HP：https://www.pref.toyama.jp/1706/kensei/kenseiunei/kensei/soshiki/17/1706.html  
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